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　本市議会は、令和元年６月定例会を６月10日から６月27
日までの18日間の会期で開きました。
　この定例会では、議長・副議長の選挙を行い、議長に森田
一成氏、副議長に宮池　明氏を選出しました。これに続き、
常任委員会の委員の選任などを行いました。
　市長が提出した26議案のうち、議案第59号令和元年度一
般会計補正予算については修正可決し、附属機関設置条例
の一部改正など17議案を原案どおり可決し、財産の取得な
どの２議案と人事案件３件の合計５件に同意し、３件の市長
専決処分を承認することに決定し、市長専決処分の報告な
ど13件の報告を受けました。
　また、平成31年３月定例会で継続審査となっていた議案
第55号についても原案どおり可決しました。

6月定例会

議長に森田一成氏を選出
　 　 　 　 　 　 副 議 長 に 宮 池 　 明 氏

再建された興福寺の中金堂
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議　
長　
森　
田　
一　
成

副
議
長　
宮　
池　
　
　
明

　　

平
素
よ
り
市
民
の
皆
様
に
は
、市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
ど
も
、こ
の
た
び
の
六
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

長
き
伝
統
と
歴
史
あ
る
奈
良
市
議
会
の
議
長
及
び
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代

が
幕
を
開
け
、地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
役
割
は
更
に
重
要
と
な
っ
て

お
り
、誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
今
、我
が
国
が
抱
え
る
問
題
の
一
つ
と
し
て
、少
子

高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
が
挙
げ
ら
れ
、本
市
に
お
き

ま
し
て
も
、年
々
人
口
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
少
子

化
に
よ
る
若
者
の
人
口
減
少
は
、活
力
の
低
下
を
招
き
、

ま
た
高
齢
化
は
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
を
も
た
ら

し
、厳
し
い
財
政
状
況
を
ま
す
ま
す
圧
迫
す
る
要
因
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
。
大
変
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、子

供
た
ち
の
安
全
の
た
め
の
地
域
防
犯
強
化
、意
欲
や
能

力
の
あ
る
高
年
齢
者
の
人
材
活
用
等
、安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、市
政
発
展
や
市
民
生
活

向
上
の
た
め
に
、慎
重
な
審
議
を
積
み
重
ね
邁
進
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ど
う
か
皆
様
方
に
は
格
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 
就
任
の
あ
い
さ
つ

新 し い 議 会 の 構 成

総

務

委

員

会

内
ない

藤
とう

智
さと

司
し

広 報 広 聴 委 員
議会改革推進特別委員
本庁舎のあり方検討特別委員

（改革新政会幹事長）

三
み

橋
はし

和
かず

史
し

（ 無 所 属 ）

山
やま

口
ぐち

裕
ひろ

司
し

広 報 広 聴 委 員
（日本共産党市会議員団幹事長）

（令和元年6月27日現在）

森
もり

田
た

一
かず

成
なり

議 長
（自民党市議会・結の会）

塚
つか

本
もと

　 勝
まさる

（ 無 所 属 ）

北
きた

　 良
よし

晃
あき

広 報 広 聴 委 員
（自民党市議会・結の会）

宮
みや

池
いけ

　 明
あきら

副 議 長
 （公明党市議会議員団）

観
光
文
教
委
員
会

伊
い

藤
とう

　 剛
つよし

議 会 運 営 副 委 員 長
本庁舎のあり方検討特別副委員長

（公明党市議会議員団）

委
員
長

委
員
長

北
きた

村
むら

拓
たく

哉
や

（日本共産党市会議員団）

階
しな

戸
と

幸
こう

一
いち

議 会 運 営 委 員
（ 改 革 新 政 会 ）

副
委
員
長

副
委
員
長

東
ひがし

久
く

保
ぼ

耕
こう

也
や

広 報 広 聴 委 員
（自民党市議会・結の会）

林
はやし

　 政
まさ

行
ゆき

広 報 広 聴 委 員
（ 無 所 属 ）

中
なか

西
にし

𠮷
よし

日
ひ

出
で

議会改革推進特別委員
（ 無 所 属 ）

横
よこ

井
い

雄
ゆう

一
いち

議 会 運 営 委 員
広 報 広 聴 委 員 長
議会改革推進特別委員

（自民党市議会・結の会）

森
もり

岡
おか

弘
ひろ

之
ゆき

議会改革推進特別副委員長
（公明党市議会議員団幹事長）
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厚
生
消
防
委
員
会

八
や

尾
お

俊
とし

宏
ひろ

議 会 運 営 委 員
議会改革推進特別委員

（自民党市議会・結の会）

委
員
長

阪
さか

本
もと

美
み

知
ち

子
こ

（ 改 革 新 政 会 ）

白
しら

川
かわ

健
けん

太
た

郎
ろう

議 会 運 営 委 員
議会改革推進特別委員

（日本共産党市会議員団）

副
委
員
長

早
そう

田
だ

哲
てつ

朗
ろう

広 報 広 聴 副 委 員 長
本庁舎のあり方検討特別委員

（公明党市議会議員団）

道
みち

端
ばた

孝
こう

治
じ

議 会 運 営 委 員 長
（自民党市議会・結の会）

酒
さか

井
い

孝
たか

江
え

広 報 広 聴 委 員
（ 無 所 属 ）

山
やま

出
で

哲
てつ

史
じ

広 報 広 聴 委 員
（ 改 革 新 政 会 ）

藤
ふじ

田
た

幸
さち

代
よ

広 報 広 聴 委 員
（公明党市議会議員団）

建
設
企
業
委
員
会

九
く

里
り

雄
ゆう

二
じ

議会改革推進特別委員
（公明党市議会議員団）

委
員
長

松
ま つ

石
い し

聖
せ い

一
い ち

（ 無 所 属 ）

柿
かき

本
もと

元
げん

気
き

本庁舎のあり方検討特別委員
（ 改 革 新 政 会 ）

副
委
員
長

井
いの

上
うえ

昌
まさ

弘
ひろ

議 会 運 営 委 員
議会改革推進特別委員
本庁舎のあり方検討特別委員

（日本共産党市会議員団）

山
やま

本
もと

憲
かず

宥
ひろ

本庁舎のあり方検討特別委員長
（自民党市議会・結の会）

土
つち

田
だ

敏
とし

朗
お

（自民党市議会・結の会幹事長）

大
おお

西
にし

淳
あつ

文
ふみ

議会改革推進特別委員
本庁舎のあり方検討特別委員

（ 無 所 属 ）

市
民
環
境
委
員
会

山
やま

本
もと

直
なお

子
こ

（日本共産党市会議員団）

委
員
長

太
おお

田
た

晃
こう

司
じ

議会改革推進特別委員長
本庁舎のあり方検討特別委員

（自民党市議会・結の会）

田
た

畑
ばた

日
ひ

佐
さ

恵
え

議 会 運 営 委 員
（公明党市議会議員団）

副
委
員
長

三
み

浦
うら

敎
のり

次
つぐ

本庁舎のあり方検討特別委員
（自民党市議会・結の会）

樋
ひ

口
ぐち

清
せい

二
じ

郎
ろう

議 会 運 営 委 員
（ 改 革 新 政 会 ）

鍵
かぎ

田
た

美
み

智
ち

子
こ

議会改革推進特別委員
（ 改 革 新 政 会 ）

松
まつ

下
した

幸
こう

治
じ

議会改革推進特別委員
本庁舎のあり方検討特別委員

（ 無 所 属 ）
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問　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
達
成
状
況

と
後
半
２
年
に
懸
け
る
思
い
は
。

市
長　
達
成
状
況
と
し
て
は
、子

ど
も
医
療
費
助
成
の
現
物
支
給
、

バ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ム
の
昼
食
提
供
、

住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
等
が
あ

る
。
新
斎
苑
や
西
大
寺
駅
南
北
自

由
通
路
の
着
工
な
ど
も
大
き
く
前

進
で
き
た
。
後
半
の
２
年
間
は
、

重
要
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、児
童
相
談
所
、

リ
ニ
ア
中
間
駅
等
こ
れ
か
ら
の
成

長
戦
略
も
し
っ
か
り
描
き
た
い
。

問　
庁
舎
耐
震
化
の
事
業
案
に
つ

い
て
、耐
震
改
修
、現
地
建
て
替

え
、移
転
建
て
替
え
の
３
案
の
費

用
対
効
果
か
ら
の
考
え
は
。

市
長　
耐
震
改
修
案
は
工
期
が
短

く
、早
期
に
対
応
出
来
、使
用
年

数
当
た
り
の
年
負
担
額
が
約
５
３

０
０
万
円
と
な
る
が
、現
地
建
て

替
え
案
、移
転
建
て
替
え
案
と
も

に
工
期
、事
業
費
が
増
大
し
、年

負
担
額
は
耐
震
改
修
案
の
２
倍
以

上
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
加
味
し
て

耐
震
改
修
案
が
最
適
と
判
断
し
た
。

問　
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

ご
み
発
電
等
を
利
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
廃
棄
物
処
理
施
設
を
中
心

と
し
た
自
立
・
分
散
型
の
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、平

常
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や

災
害
時
の
防
災
拠
点
等
へ
の
電
力

供
給
な
ど
、強
靭
な
地
域
づ
く
り

に
役
立
つ
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

地
域
に
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
夢
の
あ
る
未
来
型
施
設
と
な
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

問　
市
は
以
前
か
ら
若
者
の
個
人

情
報
を
自
衛
隊
に
開
示
し
、自
衛

官
募
集
に
協
力
し
て
い
る
が
、こ

の
こ
と
が
市
民
や
若
者
の
理
解
を

得
ら
れ
る
と
考
え
る
か
。

市
長　
毎
年
、自
衛
隊
奈
良
地
方

協
力
本
部
長
か
ら
自
衛
官
の
募
集

に
関
す
る
事
務
の
た
め
、住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
請
求
が
あ
り
、応

じ
て
い
る
。
法
令
根
拠
に
基
づ
き

適
正
に
執
行
し
、閲
覧
請
求
の
内

容
等
を
公
表
す
る
こ
と
で
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

問　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
結
成
が

進
ん
で
い
な
い
。市
長
の
見
解
は
。

市
長　
小
中
学
校
の
子
供
た
ち
が

地
域
の
防
火
・
防
災
に
関
わ
る
こ

と
は
、知
識
・
技
能
を
身
に
付
け

る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、人
材
育

成
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
意
義
を

持
つ
。
更
に
、子
ど
も
の
頃
か
ら

の
防
災
教
育
は
非
常
に
有
効
で
、

防
災
を
通
じ
た
地
域
と
の
関
わ
り

は
多
様
な
年
齢
層
の
方
々
と
の
交

流
機
会
に
も
な
り
、極
め
て
重
要

な
取
り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
近
年
特
殊
詐
欺
被
害
が
拡
大

し
て
い
る
。
被
害
防
止
に
向
け
た

市
の
取
り
組
み
は
。

危
機
管
理
監　
自
動
応
答
録
音
装

置
を
有
す
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

機
能
付
き
の
電
話
等
の
購
入
補
助

や
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
シ
ー
ト
の

配
布
、防
犯
教
室
等
啓
発
活
動
の

強
化
な
ど
、人
員
を
増
員
し
て
推

進
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
警
察
や
地
域
等
と
連

携
し
な
が
ら
、更
な
る
防
犯
対
策

に
取
り
組
み
た
い
。

問　
民
法
改
正
に
よ
り
令
和
４
年

度
以
降
、成
年
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
が
、市
の
成
人
式

の
考
え
は
。

市
長　
成
人
式
の
参
加
対
象
を
18

歳
と
し
た
場
合
、卒
業
後
の
進
路

を
決
め
る
年
度
と
重
な
り
、本
人

や
保
護
者
に
負
担
が
か
か
る
恐
れ

が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、飲
酒
や

喫
煙
も
含
め
、す
べ
て
の
年
齢
制

限
が
な
く
な
る
20
歳
を
迎
え
る
方

を
対
象
と
し
、成
長
を
祝
う
機
会

を
大
切
に
し
た
い
。

そこが知りたい

質疑・一般質問Q.Q.

Q.Q.

Q.Q.

A.A.

A.A.
A.A.

　
６
月
13
日
・
14
日
・
17
日

の
本
会
議
で
は
、25
人
の
議

員（
う
ち
代
表
質
問
４
人
）

が
質
疑
・
一
般
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　
以
下
は
、質
問
と
答
弁
の

要
旨
で
す
。　
　
（
発
言
順
）

代 

表 

質 

問

個 

人 

質 

問

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

達
成
状
況
と
今
後
の
思
い
は

自
民
党
・
結
の
会 

横
井
　
雄
一

市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
性
確
保

市
の
考
え
は

公
明
党
　
九
里
　
雄
二

ご
み
発
電
を
核
と
し
た

地
域
ま
ち
づ
く
り
構
想
を

改
革
新
政
会
　
内
藤
　
智
司

若
者
の
個
人
情
報
開
示
は

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か　

日
本
共
産
党
　
山
本
　
直
子

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

結
成
へ
の
市
長
の
見
解
は

自
民
党
・
結
の
会 

道
端
　
孝
治

拡
大
し
て
い
る
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
田
畑
日
佐
恵

成
年
年
齢
引
き
下
げ

市
成
人
式
の
考
え
方
は

改
革
新
政
会
　
階
戸
　
幸
一
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問　
県
が
整
備
し
た
登
大
路
町
の

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、

交
通
渋
滞
の
悪
化
を
懸
念
す
る
切

実
な
声
が
強
く
出
て
い
る
。
県
の

説
明
を
求
め
る
こ
と
と
市
の
明
確

な
考
え
を
持
っ
た
上
で
の
対
応
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

西
谷
副
市
長　
県
の
交
通
量
調
査

結
果
も
踏
ま
え
、市
民
や
観
光
客

の
た
め
の
奈
良
公
園
周
辺
の
交
通

渋
滞
の
緩
和
に
向
け
、県
や
警
察

と
し
っ
か
り
と
協
議
し
、市
の
考

え
方
も
し
っ
か
り
と
示
し
た
い
。

問　
平
城
西
中
学
校
区
の
学
校
再

編
に
つ
い
て
、平
城
西
中
、神
功

小
を
長
寿
命
化
し
、市
立
平
城
高

校
を
設
置
し
て
小
中
高
一
貫
教
育

を
実
施
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長　
平
城
西
中
学
校
区
の

教
育
環
境
の
更
な
る
改
善
の
た
め

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
を
設
置

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、一
条
高
校
で
は
学
科
再

編
を
行
い
、中
高
一
貫
教
育
も
検

討
し
て
お
り
、新
た
な
市
立
高
校

設
置
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問　
リ
ニ
ア
新
駅
誘
致
に
当
た
り
、

県
と
ま
ち
づ
く
り
包
括
協
定
を
結

ん
で
い
る
八
条
・
大
安
寺
地
区
は

Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
や
京
奈
和
道
、仮

称
奈
良
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
計

画
さ
れ
て
お
り
、新
駅
の
候
補
地

と
し
て
有
力
で
は
な
い
か
。

市
長　
高
規
格
幹
線
道
路
と
鉄
道

が
接
続
す
る
と
い
う
意
味
で
、県

内
唯
一
と
な
る
こ
の
地
域
を
第
３

の
候
補
地
と
し
て
、中
間
駅
の
設

置
を
市
内
に
確
実
に
誘
致
す
る
よ

う
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
。

問　
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
ご
み
減

量
な
ど
効
果
は
幾
重
に
も
広
が
る

と
考
え
る
が
、市
長
の
考
え
は
。

市
長　
食
品
ロ
ス
削
減
は
、市
民

の
理
解
や
協
力
が
重
要
で
あ
り
、

食
の
提
供
者
・
消
費
者
を
巻
き
込

ん
だ
市
全
体
の
運
動
と
し
て
進
め

る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

　

大
学
等
の
協
力
の
も
と
若
い
柔

軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

実
態
調
査
を
行
い
、そ
れ
を
踏
ま

え
た
対
策
に
力
を
入
れ
た
い
。

問　
旧
横
井
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、避
難
所
指
定
の
ま
ま
電
気
系

統
の
故
障
が
放
置
さ
れ
た
上
、半

年
以
上
経
っ
て
一
方
的
に
避
難
所

か
ら
外
さ
れ
た
。今
後
の
方
針
は
。

危
機
管
理
監　
近
年
の
土
砂
災
害

等
の
頻
発
を
受
け
、一
次
避
難
所

を
再
整
理
し
た
。
そ
の
際
、老
朽

化
が
著
し
い
同
セ
ン
タ
ー
の
避
難

所
指
定
を
解
除
し
た
。今
後
と
も
、

見
直
し
の
趣
旨
説
明
に
努
め
、地

元
の
意
見
も
踏
ま
え
、届
出
避
難

所
の
位
置
付
け
も
検
討
し
た
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
有
害

物
質
検
出
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、

今
後
の
工
程
に
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
懸
念
材
料
で
あ
る
。
今
後
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
進
む
の
か
。

向
井
副
市
長　
旧
病
院
建
物
の
除

去
や
土
壌
汚
染
対
策
な
ど
に
よ
り

時
間
的
な
遅
延
要
因
が
あ
る
。
県

の
調
査
で
有
害
物
質
が
一
部
検
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
追
加
調
査
の
必

要
も
あ
り
、追
加
調
査
の
期
間
の

分
だ
け
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

遅
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

問　
ス
ー
パ
ー
ハ
ッ
ス
ル
か
ら
大

渕
池
へ
向
か
う
約
４
０
０
㍍
の
道

は
、マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
、

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
若
い
家
族

が
通
る
が
、歩
道
が
途
切
れ
途
切

れ
で
危
険
だ
。
路
側
線
等
の
対
策

で
は
大
津
市
で
起
き
た
よ
う
な
事

故
は
防
げ
な
い
。
歩
道
を
完
成
さ

せ
て
欲
し
い
が
。

市
長　
大
津
市
の
事
故
を
受
け
、

事
故
発
生
箇
所
等
の
緊
急
合
同
点

検
を
行
っ
た
。
即
効
性
の
あ
る
安

全
対
策
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

問　
こ
れ
ま
で
に
３
回
目
の
業
務

継
続
計
画
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
計
画
の
更
新
は
。

危
機
管
理
監　
業
務
継
続
計
画
は
、

全
庁
を
挙
げ
て
手
作
り
で
作
成
し

て
い
る
。
今
後
は
、災
害
対
策
本

部
運
営
訓
練
、総
合
防
災
訓
練
の

教
訓
事
項
や
本
庁
舎
耐
震
化
等
を

反
映
し
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
く
。
業
務
継
続
計
画
は
不
断

の
見
直
し
が
大
原
則
で
あ
り
、ス

パ
イ
ラ
ル
方
式
に
よ
り
、実
効
性

を
向
上
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

問　
自
治
会
加
入
率
低
下
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、地
域
の
担
い

手
不
足
を
今
後
ど
う
防
ぐ
の
か
。

市
民
部
長　
転
入
者
に
自
治
会
加

入
促
進
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、

開
発
事
業
者
へ
の
通
知
に
自
治
会

加
入
促
進
を
促
す
内
容
を
記
載
す

る
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、ゼ
ネ
コ
ン
や
宅
地
建

物
取
引
業
、不
動
産
業
界
な
ど
と

連
携
出
来
る
仕
組
み
を
研
究
し
、

自
治
会
へ
の
加
入
促
進
強
化
に
努

め
る
。

平
城
西
中
学
校
区
の
学
校
再
編

小
中
高
一
貫
教
育
の
考
え
は

無
所
属
　
松
下
　
幸
治

登
大
路
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

周
辺
の
交
通
渋
滞
の
対
応
は

日
本
共
産
党
　
北
村
　
拓
哉

リ
ニ
ア
新
駅
候
補
に

八
条
・
大
安
寺
地
区
も

自
民
党
・
結
の
会 

八
尾
　
俊
宏

食
品
ロ
ス
削
減

取
り
組
み
推
進
の
考
え
は

公
明
党
　
藤
田
　
幸
代

旧
横
井
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

避
難
所
指
定
解
除
後
の
方
針
は

改
革
新
政
会
　
柿
本
　
元
気

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
用
地

有
害
物
質
検
出
の
影
響
は

日
本
共
産
党
　
白
川
健
太
郎

鶴
舞
西
町
、学
園
新
田
町
間

安
全
な
歩
道
の
整
備
を

無
所
属
　
酒
井
　
孝
江

業
務
継
続
計
画
Ｂ
Ｃ
Ｐ

今
後
の
計
画
の
更
新
は　

自
民
党
・
結
の
会 

太
田
　
晃
司

自
治
会
等
地
域
の
担
い
手
不
足

ど
う
し
て
い
く
の
か

公
明
党
　
宮
池
　
　
明
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問　
市
の
学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
は
卵
と
牛
乳
の
２
種
類
だ

が
、な
ぜ
２
種
類
な
の
か
。
今
後

の
見
直
し
の
考
え
は
。

教
育
部
長　
文
部
科
学
省
、県
が

そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
対
応
指
針
で
は
、

安
全
性
の
最
優
先
、事
故
防
止
の

た
め
の
対
応
の
単
純
化
が
う
た
わ

れ
て
お
り
、こ
れ
を
踏
ま
え
て
乳

と
卵
の
２
種
類
と
し
た
。
見
直
し

時
期
に
つ
い
て
は
、原
因
と
な
る

食
品
の
状
況
を
調
査
し
、５
年
に

一
度
見
直
し
を
行
う
。

問　
次
期
総
合
計
画
策
定
に
当
た

り
、障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
、

子
ど
も
な
ど
を
積
極
的
に
包
括
す

る
の
か
、ま
た
、総
合
計
画
と
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
性

に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
計
画
策
定
に
当
た
り
、ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、多
様

な
市
民
の
参
加
に
よ
り
様
々
な
考

え
や
視
点
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
発
想

は
、考
え
方
の
ベ
ー
ス
と
し
て
大

変
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
一
条
高
校
の
学
科
再

編
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

教
育
部
長　
普
通
科
に
新
設
し
た

科
学
探
求
コ
ー
ス
は
、科
学
的
な

視
点
で
探
究
活
動
を
よ
り
主
体
的

に
学
ぶ
、文
理
統
合
型
の
考
え
る

力
や
探
究
心
を
培
う
教
育
課
程
と

し
、一
条
高
校
か
ら
チ
ェ
ン
ジ
メ

ー
カ
ー
や
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
人
材
を
育
て
た
い
。

　

更
に
、中
高
一
貫
教
育
の
導
入

を
検
討
し
更
な
る
一
条
高
校
の
発

展
を
目
指
し
た
い
。

問　
組
織
改
正
に
よ
る
新
た
な
危

機
管
理
体
制
と
機
能
、危
機
管
理

監
の
権
限
に
よ
り
防
災
・
減
災
の

取
り
組
み
が
進
む
こ
と
を
期
待
す

る
が
、令
和
元
年
度
に
危
機
管
理

監
が
取
り
組
む
施
策
は
。

危
機
管
理
監　
元
年
度
は「
地
域

防
災
計
画
等
の
充
実
」、「
市
の

災
害
対
応
能
力
の
向
上
と
関
係
機

関
等
と
の
連
携
強
化
」及
び「
災

害
情
報
伝
達
体
制
の
整
備
と
避
難

環
境
の
充
実
・
強
化
」を
防
災
・

減
災
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
内
閣
府
は
避
難
勧
告
等
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定
し
た

が
、市
の
対
応
は
。

危
機
管
理
監　
警
戒
レ
ベ
ル
の
５

段
階
設
定
に
対
応
す
る
た
め
、地

方
気
象
台
と
協
議
を
重
ね
、土
砂

災
害
判
定
メ
ッ
シ
ュ
や
、洪
水
警

報
の
危
険
度
分
布
と
い
っ
た
最
先

端
の
気
象
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
、

明
確
な
発
令
基
準
と
な
る
よ
う
、

警
戒
レ
ベ
ル
に
応
ず
る
市
の
防
災

体
制
・
避
難
勧
告
等
発
令
の
基
準

を
作
成
し
た
。

問　
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裾
野

を
広
げ
、つ
な
い
で
い
く
仕
組
み

と
し
て
登
録
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

人
材
バ
ン
ク
な
ど
が
必
要
と
考
え

る
が
、市
の
考
え
は
。

市
民
部
長　
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
裾
野
を
広
げ
る
有
効
性
は
認
識

し
て
い
る
が
、個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
性
質
上
、安
全
か
つ
適
正
な

活
動
が
出
来
る
か
を
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。他
市
の
状
況
も
調
査
、

研
究
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ

ン
ク
に
つ
い
て
も
検
証
し
た
い
。

問　
消
防
署
の
査
察
で
、学
校
の

屋
内
消
火
栓
の
機
能
不
良
を
警
告

さ
れ
た
。
学
校
か
ら
の
再
三
の
改

修
依
頼
を
長
年
放
置
し
、ま
た
、

法
で
義
務
化
さ
れ
た
ホ
ー
ス
の
耐

圧
試
験
を
一
度
も
し
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
長　
警
告
書
が
出
さ
れ
て
い

る
３
校
に
つ
い
て
は
、令
和
元
年

度
中
に
設
備
の
改
修
を
予
定
し
て

い
る
。
学
校
施
設
の
そ
の
他
の
指

示
事
項
に
つ
い
て
も
今
後
予
算
確

保
に
努
め
、対
応
し
た
い
。

問　
レ
ジ
袋
の
有
料
化
等
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、奈
良
公
園
の
鹿
の

レ
ジ
袋
誤
飲
事
故
が
後
を
絶
た
な

い
。
古
来
よ
り
受
け
継
が
れ
て
き

た
神
聖
な
鹿
の
命
を
守
り
、世
界

に
誇
る
べ
き
奈
良
公
園
の
自
然
を

守
る
た
め
の
実
効
的
な
施
策
と
し

て
周
辺
地
域
で
の
レ
ジ
袋
配
布
を

規
制
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
部
長　
他
自
治
体
の
取
り
組

み
も
参
考
に
方
策
を
検
討
す
る
中

で
、条
例
化
の
必
要
性
、有
効
性

等
を
調
査
研
究
し
、検
討
し
た
い
。

問　
防
犯
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

防
止
の
た
め
、防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
場
所
を
公
表
す
べ
き
と
考
え
る

が
、市
長
の
考
え
は
。

市
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
答
申

を
受
け
、要
綱
に
基
づ
き
、運
用

し
て
い
る
。設
置
場
所
の
公
表
で
、

犯
罪
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る

が
、撮
影
範
囲
外
で
の
犯
罪
増
加

も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
公
表
の

表
現
方
法
等
、ど
の
よ
う
な
形
が

望
ま
し
い
か
検
討
す
る
。

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

見
直
し
の
考
え
は

改
革
新
政
会
　
阪
本
美
知
子

次
期
総
合
計
画
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

無
所
属
　
林
　
　
政
行

一
条
高
校
学
科
再
編

ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か

自
民
党
・
結
の
会 

山
本
　
憲
宥

新
た
な
市
の
危
機
管
理
体
制

今
後
の
取
り
組
み
は

改
革
新
政
会
　
山
出
　
哲
史

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定

市
の
避
難
勧
告
発
令
基
準
は

無
所
属
　
塚
本
　
　
勝

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拡
大
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
を

改
革
新
政
会
　
樋
口
清
二
郎

学
校
の
消
防
設
備

必
要
な
点
検
・
整
備
を

無
所
属
　
大
西
　
淳
文

奈
良
公
園
の
鹿
と
環
境
を
守
る

レ
ジ
袋
配
布
禁
止
条
例
を

無
所
属
　
三
橋
　
和
史

防
犯
カ
メ
ラ

設
置
場
所
の
公
表
を

無
所
属
　
松
石
　
聖
一
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委
員
長　
　

伊　

藤　
　
　

剛

副
委
員
長　
　

八　

尾　

俊　

宏

委　
　

員　
　

道　

端　

孝　

治

　
　
　
　
　
　

松　

下　

幸　

治

　
　
　
　
　
　

早　

田　

哲　

朗

　
　
　
　
　
　

柿　

本　

元　

気

　
　
　
　
　
　

三　

浦　

敎　

次

　
　
　
　
　
　

松　

石　

聖　

一

　
　
　
　
　
　

鍵　

田　

美
智
子

　
　
　
　
　
　

井　

上　

昌　

弘

　

こ
の
定
例
会
で
は
、10
人
の
委

員
で
構
成
す
る
補
正
予
算
等
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
等
を
審
査
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
等
特
別
委
員
会
は
、

６
月
17
日
に
正
副
委
員
長
の
互

選
、資
料
要
求
、19
日
・
20
日
に
質

疑
を
行
い
、委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
案
件
23
件
を
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、議
案
第
59

号
は
否
決
す
べ
き
も
の
と
、他
の

22
件
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
、承
認
、同
意
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。　

⃝
本
庁
舎
耐
震
化
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

コ
ス
ト
等
の
比
較

⃝
本
庁
舎
耐
震
化
案
と
し
て
の
近

　

隣
商
業
施
設
の
借
り
上
げ

⃝
外
付
け
フ
レ
ー
ム
に
面
す
る
執

　

務
室
の
採
光
と
現
在
の
照
度

⃝
財
政
難
の
中
で
の
耐
震
基
準
の

　

適
正
な
費
用
対
効
果

⃝
居
な
が
ら
工
事
の
移
動
計
画
と

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

⃝
移
転
建
て
替
え
に
よ
る
売
却
損

⃝
移
転
建
て
替
え
に
よ
る
財
政
へ

　

の
影
響

⃝
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化
緊

　

急
対
策
事
業
債
の
活
用

⃝
出
張
所
改
革
に
よ
る
本
庁
舎
の

　

コ
ン
パ
ク
ト
化
と
移
転

⃝
現
庁
舎
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

　

イ
ン
化

⃝
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
市
民
の

　

意
見
聴
取

⃝
知
事
提
案
の
拒
否
に
よ
る
県
と

　

の
連
携
事
業
の
停
滞

⃝
十
分
な
改
修
と
安
全
が
確
保
さ

　

れ
る
予
算
案
か

⃝
耐
震
化
案
の
再
検
討
の
考
え

⃝
森
林
経
営
管
理
制
度
の
確
立
に

　

向
け
た
市
の
責
務

⃝
児
童
館
の
指
定
管
理
に
よ
る
事

　

業
運
営
の
継
承

⃝
共
同
浴
場
の
廃
止
理
由

⃝
一
条
高
校
講
堂
建
築
後
の
維
持

　

管
理
の
考
え
方

⃝
補
正
予
算
が
必
要
な
理
由

　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
で
提
出

さ
れ
、市
民
環
境
委
員
会
に
付
託

し
て
い
た「
連
絡
所
開
所
に
つ
い

て
の
請
願
書
」に
つ
い
て
は
、委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果
、不

採
択
と
す
べ
き
と
の
報
告
が
あ
り
、

本
会
議
で
採
決
し
、不
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、今
定
例
会
で
新
た
に

提
出
さ
れ
た
請
願
書
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
平
城
西
中
学
校
区
に
お
け
る
施

設
一
体
型
小
中
一
貫
校
計
画
に
伴

う
、右
京
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者

説
明
会
回
答
の
提
出
及
び
、跡
地

利
用
計
画
及
び
一
次
避
難
所
計
画

の
提
出
に
関
す
る
請
願
書

　

請
願
者
＝

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
市
立
右
京
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

畑　

明
宏
氏

（
総
務
委
員
会
・
観
光
文
教
委

員
会
に
付
託
）

　

６
月
11
日
、東
京
で
開
催
さ
れ

た
第
95
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、次
の
４
人
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

議
員
15
年
以
上
表
彰

　
　
　
　
　
　

北
村　

拓
哉
議
員

　
　
　
　
　
　

三
浦　

敎
次
議
員

　
　
　
　
　
　

井
上　

昌
弘
議
員

　
　
　
　
　
　

中
西
𠮷
日
出
議
員

議
会
の
情
報

補
正
予
算
等
特
別
委
員
会

こ
こ
で
は
、質
疑
の
あ
っ
た
項
目

の
み
記
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
録
画
中
継

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

請　
願

４
人
に
表
彰
状

（
全
国
市
議
会
議
長
会
）

議
案
第
59
号 

議
案
第
63
号 

議
案
第
67
号 

議
案
第
68
号 

議
案
第
72
号 

議
案
第
77
号 

市議会ホームページをご覧ください！

など

Click!議会に関する様々な
情報を提供しています。
ぜひ一度ご覧ください。 ・会議の予定が知りたい　→　

・開催中の会議の中継・過去の会議録画を視聴したい　→
・過去の会議の記録を閲覧したい　→
・過去の議会だよりを閲覧したい　→
・会議で提出された資料を閲覧したい　→

会議日程のページ
会議中継のページ

会議録の閲覧・検索のページ
議会だよりのページ

会議資料のページ
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議案等の議決結果とその賛否（６月定例会） ○ : 賛成　× : 反対　除：除斥

件　　　名

議　
決　
結　
果

会派名（一部略称） 無所属
自
民
党
・
結
の
会

公　

明　

党

改
革
新
政
会

日
本
共
産
党

塚
本　
　

勝

林　
　

政
行

松
下　

幸
治

三
橋　

和
史

大
西　

淳
文

酒
井　

孝
江

松
石　

聖
一

中
西
𠮷
日
出

　◆議　　案

予
算

令和元年度一般会計補正予算（第1号）（修正部分を除く原案） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　〃　　一般会計補正予算（第1号）（修正部分） 可決 ○ × ○ × ○ × ○ ○ × × × ○
　　〃　　一般会計補正予算（第2号）　 可決 全会一致

条　
例

下水道条例及び農業集落排水処理施設条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ×
附属機関設置条例の一部改正 可決 全会一致
一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例等の
一部改正 可決 全会一致

報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決 全会一致
森林活性化推進基金条例の制定 可決 全会一致
行政財産使用料条例等の一部改正 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
手数料条例の一部改正 可決 全会一致
市税条例等の一部改正 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
児童館条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
共同浴場条例の一部改正 可決 全会一致
体育施設条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ※1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正 可決 全会一致
火災予防条例の一部改正 可決 全会一致
下水道条例及び農業集落排水処理施設条例の一部を改正する
条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

市長専決処分の報告及び承認を求めること（市税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市長専決処分の報告及び承認を求めること（介護保険条例の
一部改正） 承認 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市長専決処分の報告及び承認を求めること（訴えの提起） 承認 全会一致
工事請負契約の締結（一条高等学校講堂改築その他工事） 同意 全会一致
町の区域の変更（押熊町の一部） 可決 全会一致
町の区域の変更（二名町の一部） 可決 全会一致
市及び相楽中部消防組合におけるはしご車共同運用に係る
連携協約の締結に関する協議 可決 全会一致

財産の取得（2t プレスプレート式塵芥車） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×
人
事
案
件

副市長の選任（向井　政彦氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
監査委員の選任（松下　幸治氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 × ○ ○ × ×
監査委員の選任（太田　晃司氏） 同意 全会一致

　◆議会選挙
議長の選挙 森田一成氏当選 得票数　森田一成氏22票　北村拓哉氏7票　内藤智司氏7票　　　　

　　　　山出哲史氏1票
副議長の選挙 宮池　明氏当選 得票数　宮池　明氏22票　階戸幸一氏7票　山口裕司氏7票
　◆動　　議
現場急行支援システム（FAST）の整備を求める意見書 可決 全会一致
UR 賃貸住宅ストックの活用を求める意見書 可決 全会一致
　◆請　　願
連絡所開所についての請願書 不採択 × ※2 × ○ × ○ × ○ × × ○ ○
※1：賛成1　反対4　※2：賛成2　反対5

(会派所属議員名) 令和元年6月27日現在　　　　　
会　派　名 議員数 所　属　議　員　名

自 民 党 奈 良 市 議 会 ・ 結 の 会 10
土田　敏朗 道端　孝治 山本　憲宥 太田　晃司 横井　雄一 八尾　俊宏 東久保耕也 三浦　敎次
森田　一成 北　　良晃

公 明 党 奈 良 市 議 会 議 員 団 7 森岡　弘之 宮池　　明 早田　哲朗 藤田　幸代 田畑日佐恵 九里　雄二 伊藤　　剛

改 革 新 政 会 7 内藤　智司 樋口清二郎 山出　哲史 阪本美知子 階戸　幸一 柿本　元気 鍵田美智子

日本共産党奈良市会議員団 5 山口　裕司 山本　直子 白川健太郎 北村　拓哉 井上　昌弘


